
バ
ラ
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

バ
ラ
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

TOPICS
こんなことが決まりました

委員会の報告

ここが聞きたい　13人が一般質問

特別委員会視察報告・活動報告

議会報告会・議場コンサートを開催しました

議長交際費・政務活動費の公表　

暑い夏、プールは最高！（かたびら幼稚園）暑い夏、プールは最高！（かたびら幼稚園）

可児市議会だより第 61号　平成 28 年第 2 回定例会



提出された議案と審議結果
第２回定例会に提出された議案は、承認５件、予算関係１件、条例関係５件、人事１件、

委員会提案２件で、すべて原案のとおり承認・可決されました。

第２回定例会の賛否一覧　※これ以外の案件等は、全会一致で可決しています。
大
平　

伸
二

田
原　

理
香

髙
木　

将
延

渡
辺　

仁
美

出
口　

忠
雄

伊
藤　
　

壽

板
津　

博
之

勝
野　

正
規

天
羽　

良
明

澤
野　
　

伸

酒
井　

正
司

川
上　

文
浩

野
呂　

和
久

川
合　

敏
己

山
田　

喜
弘

山
根　

一
男

中
村　
　

悟

伊
藤　

健
二

冨
田　

牧
子

亀
谷　
　

光

可
児　

慶
志

林　
　

則
夫

議案第42号　税条例等の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○
※○は賛成　●は反対　　※議長（川合敏己）は、採決に加わらない

番号 件名 結果

承
認

3 平成27年度一般会計補正予算（第５号）
の専決処分 ◎

4 行政不服審査法の改正に伴う関係条例の整
備に関する条例の一部改正の専決処分 ◎

5 税条例等の一部改正の専決処分 ◎

6 都市計画税条例の一部改正の専決処分 ◎

7 国民健康保険税条例の一部改正の専決処分 ◎

議
案

40 平成28年度一般会計補正予算（第１号） ◎

41 定年前に退職する意思を有する職員の募集
等に関する条例の制定 ◎

42 税条例等の一部改正 ○

番号 件名 結果

議
案

43 都市計画税条例の一部改正 ◎

44 体育施設の設置及び管理に関する条例の一
部改正 ◎

45 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正 ◎

46 人権擁護委員候補者の推薦 ◎

発
委

1 議会改革特別委員会の委員定数 ◎

2 市議会委員会条例の一部改正 ◎

【結果の表示記号】 ◎全会一致で承認・可決
 ○賛成多数で可決

平成28年第2回可児市議会定例会を６月３日から
６月29日の27日間の会期で開催し、平成28年度一
般会計補正予算や税条例の一部改正など、14件を
審議しました。
今議会は平成27年第３回定例会において可決し
た「６月定例会をバラ議会と称する決議」に基づき、
議場をたくさんのバラで飾るとともに、議員は市内
の折り紙教室のみなさんのご協力による折りバラを
胸につけて、バラ議会を盛り上げました。

市民にご協力いただき
折り紙でバラを作っていただきました

第２回定例会 を開催
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予
算
決
算
委
員
会

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

歳
入
補
正
の
国
庫
補
助
金
で
あ

る
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
補
助

金
４
７
５
７
万
円
の
交
付
基
準
は
何

か
。

　

市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
の
人

口
按
分
で
国
が
算
出
す
る
。

　

３
０
０
０
万
円
の
増
額
歳
入
補

正
を
行
う
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
だ

が
、
返
礼
品
と
返
戻
率
は
。

　

可
児
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る

返
礼
品
の
種
類
を
充
実
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
活
用
し
寄
付
を
募
っ
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
、
返
戻
率
を
寄
付

金
額
の
１
割
か
ら
３
割
に
増
や
し
た
。

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
の

事
業
採
択
期
間
は
単
年
度
か
。

　

久
々
利
城
周
辺
の
里
山
整
備
で
、

地
域
で
は
で
き
な
い
急
斜
面
を
業
者

に
委
託
し
整
備
す
る
も
の
で
、
今
年

度
で
お
お
む
ね
終
了
す
る
。

総
務
企
画
委
員
会

　

以
前
あ
っ
た
勧
奨
退
職
制
度
と

今
回
の
制
度
の
違
い
は
何
か
。

　

透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
重
点

に
制
度
を
改
廃
し
、
基
本
的
に
応
募

を
す
る
の
も
、
取
り
下
げ
る
の
も
職

員
個
人
の
自
発
的
な
意
志
に
委
ね
る

こ
と
を
明
確
に
し
た
。

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
条
例
改

正
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

市
税
収
入
に
影
響
が
生
じ
る
の

は
い
つ
頃
か
ら
か
。

　

法
人
に
よ
っ
て
事
業
年
度
が
違

う
の
で
一
律
に
は
い
え
な
い
が
、
ま

ず
影
響
が
出
始
め
る
の
が
、
平
成
29

年
度
事
業
分
か
ら
で
、
平
成
30
年
度

か
ら
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
法
人
税
割
の

収
入
に
影
響
し
て
く
る
。

建
設
市
民
委
員
会

平
成
29
年
４
月
か
ら
市
内
体
育
施

設
（
馬
事
公
苑
を
除
く
）
に
指
定
管

理
を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
条
例
改

正
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

体
育
施
設
の
利
用
申
し
込
み
方

法
は
変
わ
る
の
か
。

　

使
用
の
許
可
や
利
用
料
の
支
払

い
先
が
指
定
管
理
者
と
な
る
。
こ
れ

ま
で
口
座
振
替
等
で
利
用
料
を
支
払

っ
て
い
る
場
合
、
変
更
の
手
続
き
が

必
要
と
な
る
。

　

馬
事
公
苑
を
指
定
管
理
の
対
象

か
ら
除
い
た
の
は
な
ぜ
か
。

　

す
べ
て
の
体
育
施
設
を
指
定
管

理
に
す
る
と
い
う
の
が
一
番
効
率
的
、

合
理
的
な
経
営
だ
が
、
事
前
調
査
の

結
果
と
馬
事
公
苑
の
管
理
の
専
門
性

を
考
慮
し
、
今
回
は
見
送
っ
た
。

教
育
福
祉
委
員
会

平
成
28
年
１
月
に
建
築
基
準
法
施

行
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

４
階
以
上
の
小
規
模
保
育
所
に
関
す

る
避
難
設
備
に
係
る
一
部
文
言
を
改

正
す
る
条
例
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
は
今
の
と
こ
ろ
存
在
し

な
い
が
、
４
階
以
上
に
小
規
模
保
育

所
が
あ
っ
た
場
合
に
、
子
ど
も
た
ち

を
ど
の
よ
う
に
避
難
さ
せ
る
の
か
。

　

建
築
基
準
法
に
よ
る
排
煙
設
備

に
よ
っ
て
煙
が
適
切
に
処
理
さ
れ
る

間
に
、
ふ
だ
ん
行
っ
て
い
る
避
難
訓

練
の
要
領
で
、
子
ど
も
た
ち
を
無
事

に
外
に
退
避
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
る
。

QAQAQA

定
年
前
に
退
職
す
る
意
思
を
有
す

る
職
員
の
募
集
等
に
関
す
る
条
例

が
で
き
ま
し
た

QA法
人
市
民
税
の
税
率
が
下
が
り
ま
す

QA

体
育
施
設
（
馬
事
公
苑
を
除
く
）

に
指
定
管
理
を
導
入
し
ま
す

QAQA

小
規
模
保
育
事
業
所
の
避
難
設
備

に
関
す
る
基
準
が
変
わ
り
ま
す

QA

こんなことこんなこと　　を審査しましたを審査しました
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一般
質
問

一
般
質
問
の
紙
面
は
、
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
議
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
動
画
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
般
質
問
の
様
子

を
映
像
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

13
人
が
市
政
を
問
う

携帯電話やスマートフォンで
下記QR コードを読み取っ
ていただくと簡単に動画サイ
トに接続できます。

　

熊
本
地
震
で
は
、
避
難
所
の

耐
震
化
は
構
造
部
材
の
み
な
ら
ず
、

非
構
造
部
材
ま
で
進
め
な
け
れ
ば
、

避
難
所
と
し
て
の
利
用
が
で
き
な

く
な
る
現
実
が
あ
っ
た
。
本
市
の

指
定
避
難
所
の
耐
震
化
は
当
然
だ

が
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
ま
で

し
っ
か
り
と
整
っ
て
い
る
か
。

　

脱
落
に
よ
っ
て
重
大
な
危
害

を
加
え
る
恐
れ
の
あ
る
特
定
天
井

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
に
調

査
を
実
施
し
、
９
箇
所
で
改
修
の

必
要
が
判
明
し
た
の
で
、
順
次
対

応
し
て
い
く
。
市
内
14
公
民
館
の

体
育
館
・
ホ
ー
ル
等
の
舞
台
に
設

置
さ
れ
て
い
る
バ
ト
ン
、
緞
帳
等

は
年
１
回
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

　

少
子
化
問
題
解
決
の
糸
口
は

生
涯
未
婚
者
の
増
加
を
抑
え
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
婚
活
に
つ
い
て
、

本
市
で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

み
て
は
ど
う
か
。

　

昨
年
策
定
し
た
総
合
戦
略
基

本
目
標
で
「
結
婚
へ
の
希
望
を
か

な
え
る
た
め
、
出
会
い
の
場
に
関

す
る
情
報
提
供
や
民
間
が
実
施
す

る
婚
活
事
業
へ
の
支
援
を
行
う
」

と
し
て
い
る
。
行
政
が
主
体
と
な

っ
て
は
行
わ
な
い
が
、
助
成
金
の

活
用
を
含
め
民
間
と
連
携
し
、
側

面
か
ら
応
援
し
て
い
く
。

QA婚
活
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

をQ

A

指
定
避
難
所
の
現
状
と
今
後
の

展
開
は

澤
さわ　の

野　伸
しん様々な婚活イベントを紹介しています
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県
の
森
林
環
境
税
を
活
用
し
、

市
内
通
学
路
の
垂
れ
木
な
ど
危
険

箇
所
や
環
境
美
化
に
対
応
し
て
い

く
考
え
は
。

　

環
境
面
で
は
既
に
特
定
外
来

生
物
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
防
除

や
バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
設
置
経
費
等

に
充
当
し
て
い
る
。
一
方
、
個
人

が
所
有
す
る
山
林
の
危
険
箇
所
の

解
消
な
ど
に
つ
い
て
は
、
里
山
林

整
備
の
一
環
と
い
う
位
置
づ
け
が

あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
有
益
性
が

あ
る
場
合
に
は
可
能
性
が
あ
る
。

　

山
を
美
し
く
残
す
こ
と
は
、

未
来
の
子
ど
も
達
に
豊
か
な
資
産

を
残
す
こ
と
に
な
る
。
本
市
の
自

然
環
境
教
育
の
実
情
は
。

　

里
山
な
ど
の
近
隣
の
自
然
に

親
し
み
、
山
の
魅
力
や
自
然
の
大

切
さ
を
学
ぶ
多
く
の
小
学
校
が
あ

る
。
例
え
ば
、
南
帷
子
小
で
は
、

わ
ん
ぱ
く
山
で
ブ
ラ
ン
コ
等
遊
具

の
製
作
。
旭
小
は
、
笑
顔
の
森
で
、

グ
ル
ー
プ
活
動
や
椎
茸
づ
く
り
。

土
田
小
は
、
鳩
吹
山
で
森
林
の
植

物
を
学
び
、
カ
タ
ク
リ
の
種
ま
き

を
す
る
。
兼
山
小
で
は
、
古
城
山

で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
。
こ
の

よ
う
に
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
、
樹
木
を
使
っ
た
森

で
の
遊
び
を
通
じ
て
環
境
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
く
。

QA樹
を
宝
に
捉
え
る
教
育
の
充
実

をQA

　

観
光
来
訪
者
の
交
通
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て
、
公
共
交
通
機
関
に

よ
る
来
訪
者
の
交
通
確
保
は
ど
の

よ
う
に
図
る
の
か
。

　

交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備
は
重

要
な
事
項
と
捉
え
て
い
る
が
、
現

在
は
観
光
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に

掲
げ
る
内
容
を
地
域
の
皆
さ
ん
の

参
画
を
得
て
、
い
か
に
実
現
し
て

い
く
か
に
力
を
注
い
で
お
り
、
今

後
来
訪
者
を
迎
え
る
環
境
が
整
っ

た
時
点
で
、
交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ

い
て
も
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

　

本
市
観
光
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
は
大
変
壮
大
な
計
画
で
、
実
現

す
る
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
よ
う
な
組
織
を
設
け
て
取
り
組

む
必
要
性
を
感
じ
る
。
市
の
考
え

は
。

　

当
然
行
政
だ
け
で
実
現
で
き

る
も
の
で
は
な
く
市
民
・
企
業
・

行
政
の
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
担
い
、
実
現
に
向
か
い
協
働
し

て
い
く
こ
と
が
成
功
へ
の
条
件
と

考
え
る
。

QA本
市
観
光
産
業
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に

Q

A

美
し
い
山
林
保
全
の
未
来

観
光
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

取
り
組
み

未来の子どもに残したい豊かな自然

国内観光産業市場
出典：国土交通省　観光庁ＨＰ

天
あもう

羽　良
よし

明
あき

出
で

口
ぐち

　忠
ただ

雄
お
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国
が
発
表
し
た
保
育
園
待
機

児
緊
急
対
策
は
、
保
育
士
配
置
や

部
屋
面
積
の
基
準
が
厚
い
自
治
体

に
、
基
準
を
引
き
下
げ
る
こ
と
や

小
規
模
保
育
所
の
定
員
を
広
げ
、

３
歳
児
で
も
利
用
継
続
で
き
る
よ

う
に
と
い
う
規
制
緩
和
の
ひ
ど
い

内
容
だ
。
本
市
で
は
、
来
年
度
新

保
育
園
が
開
園
す
る
が
、
待
機
児

解
消
は
可
能
か
。　

　

本
市
で
は
国
基
準
を
上
回
る

基
準
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

小
規
模
保
育
の
定
員
増
も
予
定
し

て
い
な
い
。
３
〜
５
歳
児
は
、
本

年
４
月
１
日
で
保
育
園
入

園
児
が
８
９
６
人
で
、
計

画
値
を
21
人
上
回
っ
て
い

る
が
、
来
年
開
所
予
定
の

認
可
園
の
３
〜
５
歳
児
の

定
員
は
60
人
な
の
で
、
量

の
確
保
は
当
面
の
間
、
可

能
。

　

現
在
、
保
育
士
の
給
与
は
全

産
業
平
均
よ
り
月
額
11
万
円
も
低

い
。
保
育
士
不
足
を
解
消
す
る
た

め
に
も
、
大
幅
な
賃
上
げ
が
必
要

だ
。

　

本
年
度
よ
り
、
月
額
３
８
０

０
円
増
額
し
た
14
万
９
６
０
０
円

が
臨
時
職
員
保
育
士
の
賃
金
だ
が
、

今
後
も
、
国
の
動
向
や
市
内
私
立

保
育
園
の
賃
金
の
額
を
検
証
し
な

が
ら
、
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

QA

市
臨
時
職
員
保
育
士
の
賃
金
ア

ッ
プ
を

QA

　

ド
ロ
ー
ン
は
災
害
な
ど
色
々

な
分
野
で
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

今
後
、
ド
ロ
ー
ン
対
応
の
総
合
的

部
署
が
必
要
に
な
る
と
思
う
が
、

考
え
て
い
る
か
。

　

現
在
、
関
係
各
部
署
で
対
応

を
し
て
お
り
、
専
門
部
署
を
新
た

に
設
置
す
る
重
要
性
・
緊
急
性
は

今
の
と
こ
ろ
な
い
と
考
え
る
。
今

後
の
状
況
を
見
て
必
要
に
応
じ
て

考
え
て
い
く
。

　

航
空
法
は
整
備
さ
れ
た
が
、

ド
ロ
ー
ン
の
利
用
に
つ
い
て
本
市

管
理
の
公
共
施
設
で
の
対
策
、
対

応
は
ど
の
様
に
な
る
か
。
公
表
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
ま
た
、

本
市
の
各
部
署
で
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
は
考
え
て
い
る
か
。
民
間
の
協

力
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

市
管
理
の
公
共
施
設
で
の
ド

ロ
ー
ン
の
飛
行
は
禁
止
と
し
て
い

る
。
し
か
し
色
々
な
分
野
で
利
用

で
き
る
の
で
一
定
の
許
可
、
ル
ー

ル
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
利
用
者
に

は
、
安
全
確
認
の
条
件
が
整
え
ば

施
設
利
用
の
許
可
を
出
し
て
対
応

す
る
。
公
表
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
の
掲
載
を
考
え
て
い
く
。
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
は
市
職
員
で
の
運

用
は
考
え
て
い
な
い
。
必
要
に
応

じ
て
民
間
の
協
力
を
得
た
い
。

QA今
後
の
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は

QA

３
〜
５
歳
児
の
保
育
量
の
確
保
は

ド
ロ
ー
ン
の
対
応
と
取
り
組
み
は

今後の必要保育量を
定めた事業計画書

様々な分野で利用可能なドローン本体

冨
とみ

田
だ

　牧
まき

子
こ

大
おお

平
ひら

　伸
しん

二
じ
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可
児
駅
前
街
路
事
業
と
市
道

１
１
７
号
線
改
良
事
業
の
状
況
は
。

　

可
児
駅
前
線
街
路
事
業
は
平

成
30
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
市
道
１
１
７

号
線
は
、
幅
員
11
メ
ー
ト
ル
の
道

路
を
計
画
し
て
い
る
。
事
業
効
果

は
、
可
児
駅
西
地
区
の
住
居
地
域

と
し
て
の
土
地
利
用
の
推
進
や
通

学
路
や
駅
利
用
者
の
安
全
確
保
。

今
広
踏
切
を
閉
鎖
す
る
代
替
機
能

と
し
て
、
可
児
駅
西
地
区
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
向
上
を
図
る
。

　

総
合
会
館
分
室
の
跡
地
お
よ

び
繭
検
定
所
跡
地
の
利
用
は
。

　

非
常
に
重
要
な
場
所
だ
。

色
々
な
市
民
の
考
え
が
あ
る
が
、

ま
ず
は
駅
前
を
し
っ
か
り
整
備
し
、

子
育
て
と
賑
わ
い
の
拠
点
を
つ
く

り
、
そ
の
後
施
設
全
体
の
方
向
性

を
示
し
て
か
ら
考
え
て
い
く
。

　

若
い
世
代
が
一
層
選
挙
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
投
票
所

作
り
は
。

　

爽
や
か
な
挨
拶
の
励
行
な
ど

に
よ
り
、
明
る
く
清
潔
な
投
票
環

境
づ
く
り
を
図
っ
て
い
く
。
親
子

で
投
票
所
に
来
る
こ
と
に
よ
り
選

挙
の
大
切
さ
を
知
り
、
投
票
率
の

向
上
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
今
後

は
18
歳
、
19
歳
の
投
票
立
会
人
に

つ
い
て
も
募
集
を
す
る
。

QAQA

投
票
所
の
雰
囲
気
づ
く
り
は

QA

可
児
駅
周
辺
事
業
の
今
後
は

川
かわかみ

上　文
ふみ

浩
ひろ

可児駅前拠点施設の内部イメージ図

　

本
市
観
光
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
に
示
さ
れ
た
ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
く
の
か
。

　

こ
の
計
画
は
ゴ
ル
フ
協
会
関

係
者
、
ゴ
ル
フ
場
事
業
者
に
意
見

を
聴
き
な
が
ら
作
成
し
た
。
ゴ
ル

フ
場
利
用
税
を
活
用
し
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
を
支
援
し
な
が
ら
、

名
古
屋
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

や
、
名
門
コ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
施

設
が
多
い
こ
と
な
ど
、
市
内
ゴ
ル

フ
場
の
魅
力
を
情
報
発
信
し
、
知

名
度
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
特
産
品
の
活
用
、
他
の
地
域

資
源
と
の
連
続
性
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
や
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
も
含
め
、
庁

内
で
の
連
携
は
も
と
よ
り
、
関
係

す
る
み
な
さ
ん
の
参
画
、
協
働
を

得
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
と

し
て
約
２
億
円
の
歳
入
が
あ
る
が
、

来
年
度
以
降
も
交
付
さ
れ
る
か
。

　

現
行
の
制
度
の
ま
ま
で
あ
れ

ば
交
付
さ
れ
る
。
消
費
税
と
の
二

重
課
税
解
消
な
ど
の
理
由
で
廃
止

が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
与
党
税
制
調

査
会
に
お
い
て
、
本
年
度
は
廃
止

が
見
送
ら
れ
た
が
、
来
年
度
以
降

は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。

QAゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
見
通
し
は

QA

ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
今
後
の

展
開
は

市面積の約１割を占めるゴルフ場 髙
たか

木
ぎ

　将
まさ

延
のぶ
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市
民
・
事
業
者
が
一
体
と
な

っ
た
食
品
ロ
ス
削
減
が
重
要
で
あ

る
。
食
育
・
環
境
教
育
を
通
し
た
、

本
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　

正
し
い
食
事
の
量
や
組
み
合

せ
、
望
ま
し
い
食
習
慣
、
日
常
の

食
事
の
大
切
さ
な
ど
を
理
解
さ
せ
、

自
然
の
恵
み
や
勤
労
の
大
切
さ
を

知
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、

残
さ
ず
食
べ
よ
う
と
す
る
心
を
育

て
る
た
め
、
学
校
給
食
を
活
用
し

な
が
ら
、
計
画
的
・
継
続
的
に
指

導
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
廃
棄

物
処
理
計
画
で
、
啓
発
活
動
を
行

う
こ
と
と
し
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

の
情
報
提
供
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
市
民

団
体
と
と
も
に
実
施
し
て
い
る
。

　

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

平
成
22
年
に
策
定
し
、
平
成

24
年
に
改
定
し
て
い
る
。
平
成
28

年
３
月
に
岐
阜
県
が
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
た
の

で
、
そ
れ
を
参
考
に
本
年
度
見
直

し
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
な

お
、
自
治
体
と
収
集
運
搬
事
業
者

と
の
連
携
が
重
要
と
考
え
、
事
業

継
続
計
画
の
策
定
に
向
け
、
協
議

を
開
始
し
た
。
本
年
度
中
に
策
定

予
定
で
あ
る
。

QA災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定

はQ

A

　

岐
阜
市
で
は
、
地
震
時
に
自

力
避
難
が
困
難
な
高
齢
者
等
の
生

命
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド

の
設
置
を
補
助
し
て
い
る
が
、
本

市
で
も
こ
の
よ
う
な
補
助
事
業
は

で
き
な
い
か
。

　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
は
ニ
ー
ズ

が
低
い
う
え
、
現
在
、
安
価
な
製

品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
補
助
事

業
に
必
須
な
相
当
数
の
利
用
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
や
、
公
益
性
も
考

え
、
本
市
で
は
火
災
や
交
通
遮
断

な
ど
を
防
ぐ
公
的
な
効
果
も
期
待

で
き
る
建
築
物
の
耐
震
化
を
引
き

続
き
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に

よ
り
、
市
町
村
長
は
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
を
作
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

本
市
で
は
、
平
成
26
年
９
月
に
地

域
防
災
計
画
が
改
定
さ
れ
た
が
、

名
簿
の
作
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　

平
成
27
年
度
に
名
簿
を
作
成

し
、
平
成
28
年
５
月
ま
で
に
各
自

治
会
及
び
関
係
機
関
へ
配
付
を
完

了
し
て
い
る
。
今
後
は
１
年
に
１

回
、
最
新
情
報
へ
の
更
新
作
業
を

行
い
、
差
し
か
え
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

QA避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作

成
は

Q

A

食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
は

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の

備
え
は

本市学校給食の直近５年間の残食率

岐阜市が補助の対象としている防災ベッド

小学校 主食 牛乳 おかず 中学校 主食 牛乳 おかず

平成23年度 4.3% 1.5% 3.8% 平成23年度 3.0% 1.4% 2.0%

平成24年度 4.1% 1.8% 6.2% 平成24年度 3.3% 1.3% 2.8%

平成25年度 4.7% 1.6% 3.7% 平成25年度 7.0% 2.3% 4.7%

平成26年度 4.8% 1.4% 5.7% 平成26年度 1.0% 0.5% 1.0%

平成27年度 4.9% 1.9% 6.4% 平成27年度 2.5% 1.5% 2.3%

 学校給食等実態調査（岐阜県教育委員会）

山
やま

田
だ

　喜
よし

弘
ひろ

板
いた

津
ず

　博
ひろ

之
ゆき
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本
市
小
学
校
で
の
英
語
教
育

事
業
で
あ
る
「
か
に
っ
こ
英
語
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
今
後
に
つ
い
て
問

う
。
先
行
実
施
さ
れ
た
南
帷
子
小

学
校
と
春
里
小
学
校
で
の
実
績
と

今
後
の
展
開
は
。

　

指
定
校
の
児
童
に
対
し
て
、

外
国
語
活
動
の
授
業
が
好
き
か
を

問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る

93
％
の
児
童
が
「
好
き
で
あ
る
」

と
答
え
た
。

こ
の
よ
う
に
、
成
果
が
あ
っ
た

学
習
活
動
を
、
今
後
は
市
内
の
他

の
学
校
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

　

不
安
を
感
じ
る
妊
娠
期
の
母

親
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
か
。

　

本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
子
育
て

ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
冊
子
を
作

成
し
、
配
布
し
て
い
る
。

ま
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
子

ど
も
の
成
長
情
報
、
写
真
、
予
防

接
種
記
録
な
ど
を
入
力
し
て
い
た

だ
き
、
年
齢
に
合
っ
た
行
政
情
報

な
ど
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る

情
報
発
信
ツ
ー
ル
「
か
に
っ
子
ナ

ビ
」
を
構
築
し
、
母
子
手
帳
交
付

時
に
登
録
を
勧
め
て
い
る
。

QA母
親
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を

QA

　

熊
本
地
震
に
お
い
て
も
、
各

地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
役
割
が
注
目
さ
れ
た
。
本
市

に
お
い
て
、
大
災
害
が
起
き
た
と

き
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
（
以
下
ボ
ラ
セ
ン
）
の
設
置
・

運
営
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

市
の
災
害
対
策
本
部
が
、
被

災
の
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
可

児
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
災
害
ボ

ラ
セ
ン
の
設
置
を
要
請
す
る
。
開

設
場
所
の
第
一
候
補
は
文
化
創
造

セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
災
害
ボ
ラ
セ

ン
は
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
が
目
的
で
、
そ
の
運
営

に
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

ト
な
ど
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
平
時
か
ら
「
可
児
市
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
」
な
ど
で
人
の
つ
な
が
り
を
つ

く
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　

農
業
の
担
い
手
の
高
齢
化
が

進
み
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
。
市
と
し
て

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

　

２
０
１
５
年
時
点
で
本
市
の

農
業
従
事
者
の
平
均
は
73
・
３
歳
、

耕
作
放
棄
地
は
１
４
６
・
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
、

農
地
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
直
し
て

い
く
。

QA

本
市
の
農
業
の
現
状
と
課
題

QA

小
学
校
英
語
教
育
の
今
後
は

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
役
割

本市オリジナル英語教材

熊本市災害ボランティアセンターの様子

渡
わた

辺
なべ

　仁
ひと

美
み

山
やま

根
ね

　一
かず

男
お
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介
護
保
険
改
正
に
基
づ
き
、

国
か
ら
市
の
事
業
と
な
る
総
合
事

業
に
移
行
し
た
が
、
地
域
で
住
民

主
体
の
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
は
難
し
い
。
利
用
者
の
生

活
支
援
は
わ
ず
か
な
有
償
も
含
め

た
「
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い

う
よ
り
「
し
ご
と
」
と
し
た
方
が
、

担
い
手
と
し
て
手
が
挙
が
り
易
く
、

ま
た
責
任
を
持
っ
て
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

　

団
体
へ
の
地
域
支
え
合
い
活

動
助
成
制
度
は
あ
る
が
、
こ
の
制

度
と
は
別
に
、
個
人
に
支
払
え
る

の
か
詰
め
て
い
く
と
こ
ろ
も
あ
る

の
で
、
参
考
と
す
る
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
開
始
し
た

本
制
度
は
、
３
年
間
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
２
年
間
の
検
証
結
果
は
ど
う
だ

っ
た
か
。
年
度
ご
と
に
ど
う
総
括

し
、
展
開
し
て
い
く
の
か
。

　

年
度
ご
と
は
、
運
用
の
一
部

を
改
良
。
検
証
は
、
最
終
年
度
と

な
る
今
年
度
に
行
い
、
今
後
の
方

針
を
打
ち
出
す
。

QA地
域
支
え
愛
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

検
証
は

Q

A

　

熊
本
地
震
で
は
浅
い
地
層
の

揺
れ
で
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
し
た
。

住
家
の
耐
震
性
を
ど
う
高
め
る
の

か
が
、
大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
い

る
今
こ
そ
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
を

使
っ
た
木
造
住
宅
の
簡
易
耐
震
診

断
の
導
入
を
決
断
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

建
物
の
耐
震
強
度
に
少
し
で

も
不
安
を
持
つ
市
民
に
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、
昭
和
56
年
６
月
か

ら
平
成
12
年
５
月
ま
で
に
着
工
さ

れ
た
木
造
住
宅
の
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
簡
易
耐
震
診
断
を
行
う
こ
と
に

す
る
。
対
象
建
築
物
は
、
階
数
２

階
以
下
、
面
積
５
百
平
方
㍍
以
下

と
し
、
周
知
期
間
を
考
慮
し
実
施

開
始
は
９
月
を
予
定
す
る
。

　

全
国
地
震
動
予
測
地
図
２
０

１
６
年
版
で
は
、
震
度
６
弱
以
上

の
大
地
震
が
発
生
す
る
確
率
が
太

平
洋
側
で
高
ま
っ
て
い
る
。
本
市

地
域
防
災
計
画
で
の
被
害
想
定
に

つ
い
て
、
最
大
規
模
で
の
見
直
し

が
必
要
で
は
な
い
か
、
今
後
の
予

定
は
。

　

岐
阜
県
か
ら
の
被
害
想
定
と

対
策
の
見
直
し
案
が
示
さ
れ
た
時

点
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

現
時
点
で
は
見
直
し
の
予
定
は
な

い
。

QA地
域
防
災
計
画
の
被
害
想
定
見

直
し
は

Q

A

介
護
保
険
改
正
に
よ
る
市
の

取
り
組
み

簡
易
耐
震
診
断
制
度
の
新
設
・

普
及
を

要支援・要介護者数の推移（H18～ H37）

木造住宅耐震診断助成制度のパンフレット

田
た

原
はら

　理
り　か

香

伊
い

藤
とう

　健
けん

二
じ
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議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
平

成
28
年
３
月
30
日
に
、
現
在
検
討
を

進
め
て
い
る
若
者
と
の
条
例
づ
く
り

に
あ
た
り
、
市
内
高
校
生
３
人
と
と

も
に
、
若
者
の
力
を
活
か
す
ま
ち
づ

く
り
政
策
の
先
進
地
で
あ
る
愛
知
県

新
城
市
の
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

新
城
市
で
は
、
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
「
若
者
が
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
も
と
に
、
若
者
条
例
や
若
者

議
会
条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。
準

備
期
間
１
年
で
若
者
議
会
が
始
ま
り
、

初
年
度
若
者
議
会
は
、
約
半
年
で
６

つ
の
事
業
を
市
長
に
答
申
し
て
い
る

ス
ピ
ー
ド
感
に
は
大
変
驚
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
行
政
と
若
者
の
課
題
へ
の

取
り
組
み
に
関
わ
る
共
通
認
識
と
、

若
者
に
主
体
性
を
も
っ
て
活
動
し
て

も
ら
う
仕
組
み
が
あ
り
、
そ
こ
が
一

番
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
し

た
。

本
市
で
は
新
城
市
と
は
違
い
、
市

議
会
と
若
者
が
中
心
と
な
っ
て
条
例

を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
若
者

の
ア
イ
デ
ア
に
対
し
、
予
算
等
の
面

で
実
効
性
に
欠
け
る
懸
念
が
出
て
く

る
と
、
若
者
の
や
る
気
を
阻
害
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み
を
慎
重
に
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。

若
者
議
会
条
例
の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
愛
知
県
新
城
市
を
視
察

行
政
視
察
報
告
議
会
改
革
特
別
委
員
会

高校生と一緒に説明を受ける委員

平成27年第５回定例会で委員会が設置され
てから、13回の委員会を開催しました。主な
活動として、平成28年１月に議会アンケー
ト、２月には地域課題懇談会や可児高校での出
前講座、模擬選挙などを行いました。また３月
には新城市の行政視察を行い、若い世代と作る
若者条例について学びました。７月には可児商
工会議所と共催の地域課題懇談会を行い、８月
にはママさん議会の開催を予定するなど、次代
を担う若者を中心とした市民が主体的に参加す
るまちづくりに向けて活動していきます。

平成27年第３回定例会以降、11回の委員会
を開催し、議会広報誌「議会のトビラ」を第
58号から第60号まで発行しました。昨年９月
にはリニューアルした議会のトビラが「地方議
会人」９月号の「市町村議会広報クリニック」
に取り上げられ、それまでの取り組みについて
評価していただきました。
第58号からは、一般質問のページにＱＲコ

ードを付けて、スマートフォン等から簡単に動
画サイトに接続できるようになりました。市議
会ホームページのリニューアルにも取り組み、
３回の検討を経て、新ホームページが本年４月
から始動しました。
１月実施の議会アンケートでは、市議会の情

報を議会だよりから得ている方が、40.5％と最
も多く、また、読んでいる記事は、議員の一般
質問が一番多く、61.0％でした。これらのアン
ケート結果を踏まえ、さらに議会での審議内容
をわかりやすくお伝えできるよう掲載した議会
だよりにしていくために、一丸となって今後も
調査研究を続けていく決意です。

平成27年第５回定例会で委員会が設置され
てから、５回の委員会を開催しました。市民に
議会・議員活動を「見える化」する重要な方法
として、全議員が１年をかけて活動記録をつけ
ていくことを決めました。今後は、全議員の活
動記録を平成29年１月末までに取り終わると
ともに、議員定数、報酬等に関する専門的意見
の聴取方法について検討していく予定です。

議会改革特別委員会 議会広報特別委員会

議員定数報酬検討特別委員会
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可
児
市
議
会
で
は
、
５
月
に
「
議

員
と
語
ろ
う
」
と
題
し
て
議
会
報
告

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
会
報
告
会

は
、
議
会
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
頂
い
た

ご
意
見
を
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
活
動

に
活
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。今

回
は
、
平
牧
公
民
館
、
広
見
公

民
館
ゆ
と
り
ピ
ア
、
春
里
公
民
館
、

土
田
公
民
館
の
４
会
場
で
開
催
し
ま

し
た
。
各
会
場
で
は
、
参
加
さ
れ
た

市
民
が
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
議
員
が
２
名
加
わ
り
行
い

ま
し
た
。
今
回
も
名
城
大
学
の
学
生

を
含
め
、
４
会
場
で
84
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

前
回
に
引
き
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ル
ー
プ
ご
と
で
議
員
が
、
議
会
広

報
紙
「
議
会
の
ト
ビ
ラ
」
を
使
い
、

平
成
28
年
３
月
議
会
で
可
決
、
成
立

し
た
平
成
28
年
度
予
算
の
審
議
内
容

お
よ
び
平
成
26
年
度
決
算
認
定
の
際

に
平
成
28
年
度
予
算
編
成
に
活
か
す

よ
う
行
っ
た
提
言
が
、
ど
の
よ
う
に

予
算
編
成
に
反
映
さ
れ
た
か
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
も
と
に
意
見
交
換
を
進
め
ま

し
た
。
頂
い
た
多
く
の
意
見
の
中
か

ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
議
会
が
積
極
的
に
、
高
校
生
、
若

者
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
す

ご
い
。

・
議
員
の
能
力
向
上
は
と
て
も
重
要

な
こ
と
と
考
え
る
。

・
議
会
の
見
え
る
化
を
進
め
て
い
る

が
ま
だ
ま
だ
市
民
に
は
見
え
て
こ
な

い
。

・
防
災
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
て
欲

し
い
。
特
に
ご
近
所
防
災
の
充
実
を

図
る
べ
き
で
あ
る
。

・
豪
雨
の
場
合
な
ど
避
難
す
る
の
は

雨
が
降
り
始
め
て
か
ら
で
は
遅
い
。

市
民
一
人
一
人
が
自
分
で
避
難
す
る

た
め
の
計
画
策
定
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。
降
雨
量
等
市
民
へ
の
事
前
情

報
の
発
信
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
。

・
地
域
の
担
い
手
と
な
る
若
者
が
少

な
い
。
今
後
ど
う
し
て
い
っ
た
ら
良

い
か
。

・
自
治
会
加
入
が
な
か
な
か
進
ま
な

い
地
域
だ
が
、
各
自
治
会
は
努
力
し

て
い
る
。
加
入
促
進
策
を
ど
う
打
ち

出
し
て
い
く
か
、
行
政
の
協
力
が
欲

し
い
。

・
自
治
会
加
入
の
低
下
に
対
し
て
、

自
治
会
参
加
の
メ
リ
ッ
ト
を
打
ち
出

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

・
要
支
援
１
・
２
に
対
す
る
対
策
が

市
民
に
見
え
て
こ
な
い
不
安
が
あ
る
。

ど
う
進
む
か
を
施
設
介
護
か
ら
在
宅

介
護
へ
の
道
筋
を
示
し
て
ほ
し
い
。

・
待
っ
た
な
し
の
超
高
齢
化
に
具
体

的
、
積
極
的
対
策
を
。

・
高
齢
化
が
進
み
地
域
の
活
性
化
に

希
望
が
持
て
な
く
な
ら
な
い
よ
う

「
高
齢
者
の
安
気
づ
く
り
」
を
推
進

す
る
行
政
と
し
て
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
本
気

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

①
議
会
活
動
に
つ
い
て

②
防
災
に
つ
い
て

③
自
治
会
に
つ
い
て

④
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

議員の説明に耳を傾ける参加者

広見公民館のエントランスで実施
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そ
の
他
、
多
く
の
分
野
に
わ
た
り
、

多
数
の
ご
意
見
や
ご
提
案
な
ど
を
頂

き
ま
し
た
。
今
回
頂
い
た
ご
意
見
は
、

所
管
委
員
会
に
振
り
分
け
、
今
後
も

協
議
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
様
方
か
ら
議
会
や
議
員

活
動
に
つ
い
て
も
ご
意
見
を
頂
い
て

い
ま
す
が
、
７
月
に
講
師
を
招
き
、

「
質
問
力
を
高
め
、
議
会
力
に
活
か

す
」
と
題
し
て
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
資
質
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
議
会
報
告
会
終
了
後
、
参

加
者
の
方
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計

し
た
と
こ
ろ
、
男
性
が
圧
倒
的
に
多

く
、
年
代
は
60
歳
代
が
３
割
以
上
を

占
め
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
今
後
は
若
い
世
代
や
女

性
に
働
き
か
け
、
幅
広
い
層
の
市
民

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
進
め

て
い
き
ま
す
。

各
会
場
と
も
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
、
数
多
く
の
貴
重
な
意
見
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
に
、
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
議
会
活
動

に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

可
児
市
議
会
で
は
、
平
成
28
年
６

月
23
日
に
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
あ
ま
り
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
の
な
い
議
場
に
お
い
て
、
市
民
に

気
軽
に
参
加
い
た
だ
け
る
催
し
を
行

う
こ
と
で
、
親
し
み
の
あ
る
議
会
を

目
指
す
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
事
前
申
し
込
み
を
い
た

だ
い
た
方
な
ど
約
１
０
０
名
の
皆
さ

ま
に
、
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
木
管
５

重
奏
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
フ
ァ
ゴ

ッ
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
に

よ
る
５
重
奏
で
、
バ
ラ
議
会
に
ち
な

ん
で
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
の
ば

ら
」
を
含
む
６
曲
を
演
奏
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ご
来
場
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
「
近
い
距
離
で
す
ば
ら

し
い
音
楽
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
感

動
し
ま
し
た
」
や
「
議
会
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

等
の
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。

議
場
コ
ン
サ
ー
ト

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た

を
開
催
し
ま
し
た

土田公民館会場の様子

バラの花を飾った議場でのコンサート

活発な意見交換が行われた春里公民館会場
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平成27年度議長交際費を公表
議長交際費とは、議長が議会を代表し対外的な
活動をするために支出する経費です。
なお、議長公務の内容は、ホームページやフェ
イスブック等で公開しています。

平成27年度政務活動費の使い道を公表
政務活動費とは、議員の調査研究に役立てるために必要な経費の一部として交付され
るもので、本市議会議員には１人当たり年額24万円が各会派または会派に属さない議員
へ交付されます。各会派等は、収支報告書に１円から領収書を添付し、議長に報告して
います。また、残額は市に返還しています。なお、領収書などは、議会ホームページま
たは議会事務局で閲覧することができます。

（改選前　H27.4～H27.7）
会派名または議員名 人数（人） 交付額（円） 支出額合計（円） 残額（円）

誠 　 颯 　 会  8   640,000 634,745   5,255
自 民 ク ラ ブ  2   160,000  22,797 137,203
可 児 市 議 会 公 明 党  2   160,000  38,086 121,914
日本共産党可児市議団  2   160,000 104,027  55,973
新 当 ク ラ ブ  2   160,000       0 160,000
小 川 富 貴  1    80,000       0  80,000
山 根 一 男  1    80,000  83,311       0
勝 野 正 規  1         0       0       0

計 19 1,440,000 882,966 560,345

（改選後　H27.8～H28.3）
会派名または議員名 人数（人） 交付額（円） 支出額合計（円） 残額（円）

誠 　 颯 　 会 10 1,600,000 1,621,836       0
自 由 民 主 ク ラ ブ  2   320,000    33,598 286,402
日本共産党可児市議団  2   320,000   121,946 198,054
新 当 ク ラ ブ  2   320,000   183,994 136,006
可 児 市 議 会 公 明 党  2   320,000   247,206  72,794
新 輝 ク ラ ブ  2   320,000    95,150 224,850
山 根 一 男  1   160,000   160,908       0
渡 辺 仁 美  1   160,000   166,553       0

計 22 3,520,000 2,631,191 918,106

区分 件数（件） 支出額（円）
慶　　　祝  0       0
見　　　舞  0       0
弔　　　慰  7  67,400
会　　　費 22 165,000
協賛・賛助  0       0
そ　の　他  0       0
計 29 232,400

可児市議会だより　2016.8.1　　14
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議 会 レ ポ ー ト

▲行政視察対応
 （5月11日）

平成26年度から、可児市議会への他市町村議
会からの視察が増加しています。議会改革や議
会広報に対する内容で、今年度も６月30日時点
で10市町となりました。
写真は沖縄県名護市議会の視察の様子です。

▼建設市民委員会勉強会
（5月14日）

文化創造センターalaにおいて、建設市民委
員を中心とした、10名の議員で、委員会の
課題としてきた「自治会」に関する勉強会を
開催しました。講師には、自治会長研修会で
講演をされた川北秀人氏をお招きし、意見交
換を行いました。

▲永年勤続表彰
 （6月3日）

全国市議会議長会から林則夫議員が35年以
上、冨田牧子議員が20年以上、中村悟議員
が10年以上で永年勤続表彰を受賞しました。

このコーナーでは、議会が
本会議以外で行っているさ
まざまな活動を、写真で報
告していきます。

▼感謝状受賞
 （６月３日）

川合敏己議長と川上文浩議員が、全国市議会
議長会から評議員としての功績が認められ、
感謝状を受賞しました。

15　　可児市議会だより　2016.8.1



「可児市議会だより」は再生紙と環境に優しい植物油インキを使用しています。

地域のかがやき
地域の笑顔

「可成寺は金山城主の菩提寺」「はい !」

兼山／郷土かるた大会

みたけ華ずし作りに挑戦！

今渡／おやじ塾

※今回は、勝野正規議員と渡辺仁美議員が、姫治天文クラ
ブの方々に、お話を伺ってきました。

広報委員： クラブ設立の目的は。
梅田さん： 姫治公民館が建設された際に天文台が併設され

たため、もともといた天文愛好家が集まり、星
の素晴らしさを皆さんに体感していただくこと
を目的に、本格的にクラブを立ち上げました。

広報委員： クラブはいつ頃、設立されましたか。
梅田さん： 平成元年頃に設立しました。

広報委員： 会員は何人ですか。
梅田さん： 現在は5人です。

広報委員：会員になるにはどの様にすれば良いですか。
佐藤さん： 夜空に輝く星が好きな方ならどなたでも構いま

せんので、姫治公民館までご連絡ください。お
待ちしています。

広報委員： 今後の抱負をお聞かせ下さい。
佐藤さん： 子ども会をはじめ、各公民館等で希望があれ

ば、出向いて観望会を実施し、一人でも多くの
方々に、木星や土星をはじめ、夜空に輝く満天
の星の素晴らしさを体験していただきたく思っ
ています。

夜空には肉眼で見ることができない星がたくさんあり、
多くの方々に専門の天体望遠鏡で観ていただき、その素
晴らしさを体感してもらいたいという姫治天文クラブの
方々の熱意が伝わってきました。

取材を終えて

第４回定例会のお知らせ
8月

30日 開会日（議案説明）
30日
31日 予算決算委員会

9月
６日
７日
８日

一般質問・質疑

９日
12日
21日

予算決算委員会

14日 総務企画委員会
15日 建設市民委員会
16日 教育福祉委員会
28日 閉会日（委員長報告・討論・採決）

会議は午前９時開会の予定です。
日程は、都合により変更となる場合もあります。
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